




















The Majelis Bahasa Brunei Darussalam-Indonesia-Malaysia (MABBIM) was established 
as a regional language organization comprising three member countries, Indonesia, 
Malaysia and Brunei Darussalam. The purpose of MABBIM is to develop each language 
and unify common terms in the three member countries, whose languages are all derived 
from Malay. MABBIM has also promoted Malay as the official language of ASEAN since 
2005.  
At the time it was established, Indonesia took the initiative in moving forward to smoothly 
achieve the organization’s goals. However, we have seen some changes in its activities 


















ィエンスとして加わり 1972 年以来活動を続けている。この中で 2005 年よりムラ







 インドネシア、マレーシア、ブルネイ・ダルサラム 3 国間の言語分野における
協力機関であるブルネイ・ダルサラム、インドネシア、マレーシア言語審議会ii 
                                                                 







し、1985 年にブルネイ・ダルサラムの参加により MABBIM となった。 
 2005 年度第 44 回会議までについては拙著iiiに記してあるので本論では 2006 年
度第 45 回会議以降の分析を行うが、その前に背景として下記事項を記す。 
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１．１．第 45回 MABBIM会議 


















 本来 MABBIM 設立当時は、同じ単語を使用するなど、3 か国の国語をできる
だけ統一しようとすることが目的であったが、2000 年を過ぎることから次第に










 2006 年７月 31 日に 3 か国の教育相による共同コミュニケ調印が行われた。












２．2006 年 7 月 31 日に 34 年ぶりに改訂された 3 か国教育相vによる共同コ
ミュニケが出された。 
 この共同コミュニケにより新しい形の協力関係が継続されることになった。 
1 に付随して MABBIM 用語委員会の活動を記す。 
 MABBIM 用語委員会は 1975 年に設立され、現在は MABBIM の中の 4 委員
会、つまり用語委員会、研究委員会、出版委員会、育成委員会の一つとして
MABBIM の前身の MBIM 設立以来最も重要な委員会として継続されている。249
の項目からなる 30 分野の用語を新語や外来語を取り入れ作成している。Pedoman 
Umum Pembentukan Istilah（用語作成一般指針）(1975、1989、2004，2012)や Panduan 
                                                                 
v インドネシアのBambang Sudibyo国民教育相、マレーシアのSri Hishammuddin Tun Hussein教育省、ブルネ
イ・ダルサラムのSeri Awang Abu Bakar Apong国際関係相（文化、青年、スポーツ相代理） 
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１．３．第 47回 MABBIM会議（2008年 4月 9日－11日、於インドネシア） 
１．外国でのインドネシア語/マレー語センターの開設は東南アジア諸国内と
する。また学士過程あるいは語学コースでのみとする。 






 同年の第 14 回事務局会議において研究報告書として“Perluasan Penggunaan Bahasa 
Indonesia/Melayu ke Luar Negara”（海外へのインドネシア語/マレー語使用拡大）が
提出された。これは 2006 年の共同コミュニケに従い 3 国の提案をまとめたもの
である。共同コミュニケの 3 事項実現のため 2007 年 9 月の 3 国事務局(JKTBM, 





















結局 3 国共通のプロジェクトとはならず、個別のプログラムとなった。 
 
１．４．第 48回 MABBIM会議 
（2009年 3月 26日－28日、於ブルネイ・ダルサラム） 























２．インドネシアはエジプトの Ain Sham 大学、中国の Guangdong 大学、
Guangzhou 大学、東ティモールでインドネシア語の授業を行い、ベトナム
と MOU を結んだ。 
３．ブルネイ・ダルサラムはタイのタマサット大学でマレー語の授業を行っ
た。 
４．インドネシアは Pusat Bahasa から Badan Bahasa へ格上げするため政府規約




















１．７．第 51回 MABBIM会議 














                                                                 
vii Badan Bahasa職員インタビュー 
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１．10．第 54回 MABBIM会議 
（2015年 4月 8日－9日、於ブルネイ・ダルサラム） 












 会議の中でインドネシアから MABBIM の合法性と活動の保証強化のため
「MABBIM の協力に関する提案」として以下の提案がなされた。 
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Ⅱ．MABBIMの成果の辞書、語彙集 
 MBIM(1972―1983)での 3 か国による単語の成果は 66,460 語で、 
MABBIM(1984―2005)での 21 年間では科学分野（19,528 語）、物理学分野（14,676
語）、数学分野（19,998 語）、生物学（22,358 語）、医学分野（31,298 語）、薬
学分野（5,141 語）、経済学分野（5,786 語）、言語学分野（2,094 語）、哲学分野
（209 語）、文学分野（5,070 語）、林業分野（5,343 語）、農業分野（8,313 語）、
金融分野（10,249 語）、マスコミュニケーション（8,239 語）、社会学分野（3,382
語）、電気技術（1,100 語）、機械技術（1,986 語）、科学技術（2,727 語）、鉱山
技術（1,448 語）、土木工学技術（1,194 語）、人類学分野（2,681 語）、漁業分野
（5,750 語）、獣医分野（6,501 語）、畜産分野（4,468 語）、情報技術分野（15,694
語）、考古学分野（2,835 語）、自動車技術分野（2,191 語）、航空機技術分野（4,013
語）、宇宙技術分野（2,283 語）、写真分野（4,061 語）、政治分野（9,059 語）、
歯科医学分野（10,708 語）、教育分野（8,005 語）、イスラム教分野（5,908 語）、
看護分野（2,468 語）、観光分野（6,815 語）、ゴルフ（448 語）の 37 分野での計
263,280 語である。(Dedi Puryadi, 2006) 
 ちなみに MBIM/MABBIM 設立以前インドネシアの国語整備機関（現在の言語








                                                                 





















学（細胞学）（1996）の 65 分野、67 冊である。(Dedi Puryadi,2006) 




























1967 年にはムリンド綴り(Ejaan Melindo)xiが出され、最終的に 1972 年に完全イン
ドネシア語綴りが正式に発表されている。マレーシアはこれに従い、綴りの統一
はなされた。そして 1975 年から活動の中心は用語に移っていった。 
 1972 年の MBIM、1985 年の MABBIM 設立以来各国の経済状況などの変化によ
り、言語として最も発展しているインドネシア語を土台に各国語を発展させてい
                                                                 
ix 言語振興育成局職員インタビュー、2017年2月 
x Dedi Puryadi、2006 




く体制が崩れてきた。それは第 1 章の言語分野会議で記されているように 2000
年以降次第に明らかになり、2010 年頃には如実になってきた。実際に当時
MABBIM 担当であった関係者のインタビューをもとに問題点を分析する。 
 MABBIM 自体に辞書を出版する予算はないので、MABBIM の名前で辞書を出
版することはできない。そこで 2003 年に MABBIM 3 か国の成果としてブルネイ・




のインドネシアの成果を他 2 か国がそのまま利用していると感じるようになった。xiv 
 MABBIM の活動は言語育成が中心となり、綴りは統一したが、用語は別々に
作成するようになった。 
 2006 年の事務局会議で共同コミュニケに従い、専門家会議 (Sidang Pakar) を学
術振興専門家会議 (Sidang Pakar Pengembangan Ilmu) に変更する案が出され、翌
年 2007 年に変更された。インドネシアは 2007 年に用語を分野別から一つにまと
め専門用語一覧表 (Glosarium) にした。しかし 41 分野から成るインドネシアの





 それまでは専門家会議は用語委員会 (Komisi Istilah) のみであったが、学術振興
専門家会議は 2009 年に 1．用語委員会 (Komisi Istilah)、2．研究委員会 (Komisi 
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Penelitian)、3．出版委員会 (Komisi Penerbitan)、4．育成委員会 (Komisi Pembinaan)xv
の 4 つの委員会に分かれた。これは 2010 年の事務局会議で承認された。用語委員
会 (Komisi istilah) では当初言語共同委員会 (Panitia Kerjasama Kebahasaan) で共
同で活動しており、指導方針はあったが、少しずつ異なっている。例えば英語の
-ty はインドネシアでは-tas (universitas) であるが、マレーシアでは-ti (universiti)
となっている。出版委員会 (Komisi Penerbitan)、研究委員会(Komisi Penelitian)、そ
して育成委員会 (Komisi Pembinaan)は各国が協力関係にある。 
 以上から用語委員会だけが MABBIM の本来の主旨とは異なり、各国が個別に
活動し、自国の用語を作るようになった。そして結果を MABBIM に報告するの
みとなった。2014 年から MABBIM の用語委員会の集まりがなくなり、3 国で用
語に関する検討会は行われなくなったが、コンピューター用語など新語について
は必要とみなされ時は３国で集まることがある。xvi 




ルネイ・ダルサラムは大マレー文化 (Budaya Melayu Raya) として共通であり、言
語は文化の中のものであるから、インドネシア語とマレー語は同じであり、あく
までもインドネシア語はマレー語の一部であると強調した。2013 年には当時の局




                                                                 
xv 育成委員会ではインドネシアは辞書編纂人の養成をし辞書編纂担当、マレーシアは翻訳作業担当、ブル
ネイはMABBIM講座担当 






バンテンにおけるマレー語会議 (Kongres Bahasa Melayu) でインドネシア語とマ
レー語は異なることを強調した。2015 年言語振興育成局主催の言語政策セミナ






 これは 1998 年に発案されて以来、MABBIM では語源がマレー語である国が協






ある 2014 年にシンガポールが MASTERAxixに加入した。xx自国がホスト国である
時に新しい国や人が参加すると、自国のネームバリューが上がるためのマレーシ
アのスタンドプレーとインドネシア側は考えている。 
 2006 年、当時のインドネシアの言語振興育成局所長は 3 国の教育相による共同
コミュニケでマレー語/インドネシア語を国際語にすることへの協力を記したの






















 本来の現在の MABBIM の 2 大課題は各国国語の発展およびインドネシア語/マ
レー語を MEA, ASEAN の公式語とすることである。 




 このうち 3 指導書はインドネシアが作成し、他の国はこれを自国のバリエーシ
ョンに直し出版している。用語表、グロサリウム、辞書は途中から各国独自で編
纂をはじめ、論文集、ジャーナルは 3 国協力して作成されている。 
 MABBIM 参加各国が MABBIM にとらわれず、上記以外にも CD, ホームペー
ジなどの形でも独自に発展させている。xxiiつまり MABBIM の当初の方針とは異
なり、各国が個別に用語作成を行い辞書などを出版している。これは 2 章からも
                                                                 
xxi Sekilas MABBIM 









果インドネシアの MABBIM はインドネシア語の普及のため KBBI の情報を無料
で Wordnet Bahasa に提供したが、マレーシアとブルネイ・ダルサラムの担当者は
拒否している。このインドネシアの行動は 2015 年にインドネシアの MABBIM 委







 各国の考える場として MABBIM を置き、それをもとに考え、各国が国語を発
展させていくという形に変わっていくのも良いのかもしれない。 
 2 つ目のインドネシア語/マレー語を MEA, ASEAN の公用語とすることである
が、これは 1998 年にブルネイ・ダルサラムから「アセアン公用語としてのマレー
語の可能性に関する MABBIM 構想」として最初に提案された。その後 2005 年を
目標に 3 か国が努力を重ねたが、マレー語を使用しない東南アジア諸国への配慮
から達成はなされなかった。その後も 2006 年の共同コミュニケに従い、2008 年
には「インドネシア語/マレー語の海外での使用拡大」を 3 か国で提案し、マレー
語を国際語とするべく、海外にマレー語研究センターを開設、海外の教育機関に
                                                                 
xxiii Musyawarah Sekretariat ke-22, 2016 
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教員を派遣し、マレー語/インドネシア語を教授するなどの努力を行ってきた。
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MABBIM 一般決定 (1991－2016) 
